
 

 

高学年のお子さんがいらっしゃる保護者の方の中には、

お子さんの宿題を見て「4年生ぐらいから、勉強が急に難

しくなった」と感じた経験をお持ちの方が多いのではな

いでしょうか。 

その思いは、気のせいではありません。実際に、4年生

ごろから学習内容が広がり、深まっていきます。 

これは、10歳前後から子供の考える力が大きく変化す

るためです。 

これに気づいたのが、スイスの心理学者ジャン・ピアジェです。ピアジェは、7歳から

11歳までを「具体的操作期」、11歳以降を「形式的操作期」と区分しました。 

「具体的操作期」にある子供は、見たり、聞いたり、経験したものについて考える際

に具体物を用いて考えます。低学年の算数の授業で使用するおはじきやブロックを思い

出してください。子供たちはそれらを使いながら、足し算や引き算の意味を理解してい

きます。この時期には、身の回りのものをよく観察し、様々な発見や体験の機会を増や

すことが大切だと言われています。 

11歳以降の「形式的操作期」に入ると、子供たちは抽象的な考え方や仮説を立てる力

が育ち始めます。例えば、5年生の理科の最初の単元で「ふりこの運動」を学習する際、

子供たちは「ふりこが1往復するのにかかる時間は、おもりの重さに関係があるのか、そ

れとも糸の長さに関係があるのか」と仮説を立て、条件をそろえて実験を行います。こ

のように、「もし～なら、～になるだろう」という考え方を取り入れて実験を行うよう

になります。 

このように、学校で学習する内容は、児童の理解力の発達段階に応じて編成されてい

ます。保護者のみなさんが「4年生ごろから急に勉強が難しくなった」と感じるのは、正

しい印象なのです。しかし、発達段階には個人差がありますから、10歳になったからと

いって、すぐに抽象的な思考ができるようになるわけではありません。お子さんが学習

でつまずいていると感じたときは、少し遡って図を使ったり、具体的な物を使って説明

したりすると、理解が深まるかもしれません。 
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